
【様式 02】高大連携公開講座シラバス

＊科目 No． 40204

１．開設大学 福山大学 人間文化学部 開講場所
（キャンパス・施設）

宮地茂記念館

２．科 目 名
小説の読み方─井伏鱒二の小説朗読から学ぶ

学問分野 番 号 11 名称 文化･文学

３．担当教員 青木美保・竹盛浩二 （人間文化学部 人間文化学科）

４．開講期間（曜日）

開講時間

平成 30 年 8 月 7 日（火）

10 時 00 分 ～ 14 時 50 分 （ 50 分× 4 回）

個別開講日
1 回目 8/7 2 回目 / 3 回目 / 4 回目 / 5 回目 /

7 回目 / 8 回目 / 9 回目 / 10 回目 / 11 回目 / 12 回目 /

５．募集定員 15 人

６．科目内容・

授業計画

福山市出身の文豪、井伏鱒二の小説の朗読を通して、身近な場所を舞台とした
小説から地域文化に親しむとともに、風景描写、心理描写、会話など、文章を
朗読する実践によって、小説読解の方法を身につけ、読書体験を拡げることを
目的とする。

１時 10:00～10:50）小説読解問題にチャレンジする (竹盛浩二担当)
小説読解問題を、これまでの入試問題などから解いてみる。

２時限（11:00～11:50） 井伏鱒二の小説と現代の若者の文化(青木美保担当)
井伏鱒二の小説を現代的な観点から紹介する。現代の様々な物語との繋がり

や、類似性、問題の現代性などについて紹介し、興味を持ってもらう。

３時限（13:00～13:50） 井伏鱒二の小説(資料を用意する)から 1作品を選び、
2～3人 1組のグループによる朗読発表会を行う。(竹盛・青木担当)
朗読の実践例の披露を見た後、それぞれのグループで朗読を試みる。

４時限（14:00～14:50） 朗読の発表と意見交換
1 グループ 5～10 分程度の朗読を発表し、その後、それを選んだ理由や朗読

の工夫、また聞く側からの感想など、意見交換をする。
その後、講師が講評するとともに、朗読を通して行った小説の読解の方法に

ついて意識化を行い、とりまとめる。
最後に、参加した生徒たちが、今回の、井伏の小説についての講義と朗読の

実践を通して学んだ小説の読み方について、小説問題の攻略を活かして、演習
を行う。

７．受 講 料 無料

８．別途負担費用
（テキスト代・実習料等）

なし

９．開講条件※1

あり

① 最少開講人数（5 人）定員超過の不許可は選考により決定

② 不許可・不開講通知日
（7月14日(金)以前の開講科目は3月末まで／7月15日(土)以降の開講科目は6月末まで）

10．その他特記事項

受講者についての制限事項、事前に予習しておく資料･文献など特記すべきこと

集合場所： 宮地茂記念館 1 階ロビー

11．開設大学への

交通手段

宮地茂記念館へは JR 福山駅北口徒歩１分 http://www.enica.jp/

から開設大学のホームページにジャンプして確認してください。

※申込時点で原則、受講できます。ただし、開講条件で不許可・不開講があった場合は受講申込者へ通知します。


